
タイル工事におけるBIMの導入と活用

タイル割付選定
(BIM見上げ視)



工事概要 「患者さんが通院するのが楽しみになる、職員が出勤するのがワクワクする病院」

工 事 名 称 ：小倉第一病院移転新築工事

工 事 場 所 ：福岡県北九州市小倉北区下到津1丁目10

発 注 者 ：医療法人 真鶴会 小倉第一病院

設 計 監 理 ：株式会社 伊藤喜三郎建築研究所

工 期 ：2020年 5月15日～2021年 9月30日

用 途 ：病院

構 造 ・ 階 数 ：Ｓ造 地上5階建 塔屋1階

■外壁タイル工事概要 （木調を基調にした窓とタイルのデザイン）

施 工 会 社 ：株式会社 瀬口タイル

タ イ ル 工 期 ：2021年 4月1日～ 6月30日

工 事 内 容 ：押出成形セメント板の上、大判タイル張

タ イ ル Ａ ：300×1,200角木目調磁器質タイル

タ イ ル Ｂ ：300角磁器質タイル



テーマ選定の理由

タイル工事にBIMを導入することで、今後需要が見込まれる

PC板先付け工事等の複雑で難易度の高い建物を施工したい。

また、これまでの仕事のやり方を見直し、作業の効率化含め

これからのIoT時代の変化に対応したい。

300×1,200角木目調磁器質タイル
【マラッツィジャパン(イタリア)】

設計パース
伊藤喜三郎建築研究所



現状の把握1 施工（押出成形セメント板への大形タイル張）の大問題

■設計仕様（RC下地計画時の判断) ■LIXIL(タイル)見解 押出成形セメント板施工マニュアル

■ノザワ(押出成形セメント板)強度試験実施・見解

150×1,200角、300×1,200角木目調磁器質タイル
【マラッツィジャパン(イタリア)】

(13m以上)

規格外寸法の為、最終的には保証出来ない

強度上問題なし…だが

リベット工法施工手順

＝リベット工法

※13mルール



現状の把握2 これまでの進め方(CAD図面や模型製作)は時間と労力がかかり過ぎる

■設計仕様書 ■タイル割付図

■出隅納まり→図面と模型サンプルを提出して決定

■モックアップ製作 ■目地サンプル模型

立面図

平面図

詳細図

色合わせ
確認模型

最終決定品

4種類提出・検討

CADは断面図加え、各々作図



対策の検討と実施1 設計意向を重視し、品質ルールに沿ってタイルをカットして張る

自社BIM図面
製作期間(1か月)

■低層部（13ｍ以下）300×600角タイル（リベット工法） ■高層部（13ｍ以上）300角タイル（はるかべ工法）

■木目模様を目地で色合わせ

横目地
→茶色
→同色 縦目地

→濃灰色
→異色

木目模様張り間違いは厳禁





対策の検討と実施2 BIMで模様張タイル部品図を作図 (プレカットの工夫)

■部品番号シールの上からカット ■糸目取り

模様張りタイル部品図 BIM図CAD図

■BIMによる加工所打合せ

水に濡れても
剥がれないテープ



対策の検討と実施3 BIM図面(模様張りタイル部品図)で、スマホやiPadで確認して施工

■低層部(13ｍ以下)→300×600角タイル(リベット工法)

■高層部(13ｍ以上)→300角タイル(はるかべ工法)

■タイル間配り



効果の確認 BIM取組の目標(数値化)を立てるのは難しい→取組時点で既に何かが変わっている

■タイルと床材との隙間 ■下がり壁タイルのはみ出し ■パネル目地とのずれ

■木目模様の張り間違い【重点】 ■部品番号シールの事前周知会

BIM図面との確認

シール張り方の確認

張り間違いなし



標準化と管理の定着  BIMによる質疑書、ディテールフォルダを作り、現場で活用・展開

BIM質疑書の作成 BIMフォルダの作成 iPadで活用・展開

■BIM作図担当者から気づき伝達

【図面・BIM入りで作成】

■BIMデータは共有フォルダ保存

【納まりフォルダ】

【施工フォルダ】

■iPadで社内で共有

■現場活用・展開

21 3

BIMによる施工手順周知会

出隅納まり①

床乾式工法①

意匠フォルダ

張れない
(手が届かない)



反省と今後の課題 目標(設定出来ない題材)の設定と特性要因図を省略

ご清聴ありがとうございました

■今後の課題～自社だけでは解決が難しい問題

導入に多額の費用がかかる上に、人材
育成、教育の負担も大きい。

BIMを活用している分野の個別の活用
に止まっており、情報の一貫性ができ
ていない。

BIMを進展させる環境(国のサポート
やモデル現場)作りが必要である。

定例分科会で設計担当者から、「BIM図

面のお陰で20分で全て解決した」と言わ

れたことが、今回の活動を通して、一番印

象に残っている出来事です。BIMに取組ん

だ事を誇らしく、有益性を感じました。

が、現時点では自社(タイル)だけの取組

になってしまい、この後の一般化にはかな

り時間がかかると正直実感しています。

■Walkプロジェクト

国内初の木目調ずらし目地PC
→BIM技術不可欠

1

2

3



補足資料1 ■タイル工事におけるBIM活用事例（現段階は導入と納まりの活用と限定的…）

納まり詳細タイルパターン張

タイル選定施工要領



補足資料2 ■建築分野におけるBIM活用促進（国土交通省 建築BIM推進会議 2019.9)
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